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研究成果の概要（和文）：青森県尻労安部洞窟で発掘調査を重ね、旧石器時代人の獲物に由来すると見られる更新世動
物化石に多く資料を得た。主体を占めるウサギの歯に関しては形態分析を経て、一様にノウサギの資料である可能性が
高いことを確認した。また洞奥部から出土した地域絶滅動種ヒグマ、ヘラジカの歯牙についてはマイクロCTにより歯根
部の成長輪も観察。その結果、特にヒグマの犬歯は、2年目の秋に死亡した個体に由来することも確認することができ
た。生物境界線ブラキストン線の直下に位置する本州最北端における更新世の動物相と同地域に展開した旧石器時代人
の狩猟活動。その実相に迫れたことが本研究の主要な成果となる。

研究成果の概要（英文）：Through repeated excavations at Shitsukari-Abe cave in Aomori Prefecture, we were 
able to obtain many Pleistocene mammal fossils that were originated from the prey of Paleolithic human 
hunters. Most of them were rabbits' teeth, and morphological analysis indicated a strong possibility they 
came from Japanese hares (Lepus brachyurus). Other fossils unearthed in recesses of the cave were 
identified as teeth of brown bears (Ursus arctos) and moose (Alces alces) [both extinct in this region]. 
The growth rings of the roots of these teeth were examined using micro-CT. The results of this analysis 
indicated the brown bear canine tooth were from a bear that had died in the autumn of its second year. 
This research also produced a rich body of evidence on both of the following topics: The Pleistocene 
fauna in the northern tip of Honshu, just to the south of the zoographical boundary known as the 
Blakiston Line and the hunting activities of the Paleolithic humans who lived in the same region.
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１．研究開始当初の背景 
 表層地質の大半が酸性土壌で覆われてい
る日本列島の主要 4島にあって、旧石器時代
の遺跡群から動物化石が出土した事例はわ
ずか 6遺跡を数えるに過ぎない。その中、青
森県尻労安部洞窟では、2001年から 2012年
までに亘る前庭部の発掘調査で、国内で初め
て旧石器と動物骨の明確な共伴関係が確認
された。しかも、それらの主体がウサギの歯
であったことから、ナウマンゾウやオオツノ
シカ、バイソンなどの大型獣が対象という旧
石器時代人の狩猟活動に関する旧来のイメ
ージに修正が迫られる状況ともなっていた。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を踏まえ、本研究では、尻労安
部洞窟の洞奥部を発掘。出土資料について、
考古学のみならず、考古科学、古生物学、地
質学ほか関連諸学の学際的な調査・研究を展
開する中、本州北端における更新世人類集団
の狩猟活動や資源利用、来歴を多角的に解明
することに目的を置いた。 
 
３．研究の方法 
 学際的研究であるため、研究に用いた方法
は多岐にわたるが、上記の目的を達成すべく、
具体的に以下の作業に取り組んだ。 
(1)尻労安部洞窟の過年度発掘成果の報告 
(2)尻労安部洞窟洞奥部の発掘調査 
(3)出土動物遺体の同定・分析 
(4)出土石器石材の同定・分析 
 
４．研究成果 
(1)内外の研究者からかねて詳細の公開が求
められていた尻労安部洞窟の過年度(2001 年
〜2012 年度)の発掘成果を書籍に纏め、刊行
した(奈良ほか編 2015)。 
 
(2)尻労安部洞窟の洞奥部を発掘し、ウサギ
に加え、前庭部では確認できなかった地域絶
滅種に当たる大型獣(ヒグマ、ヘラジカ)にも
良好な資料を得た。 
 
(3)主体を占めたウサギの歯に関しては形態
分析を経て、一様にノウサギ Lepus 
brachyurus に由来する可能性が高いことを
確認した(cf. 図 1)。バイソンなどマンモス動
物群を更生する大型獣の一部が本州にも分
布していたことが確認されている中、津軽海
峡(ブラキストン線)の直南に位置する当洞窟
の出土資料にユキウサギ L. timidus の資料
が確認できない点は、後期更新世における津
軽海峡の存否と北海道・本州の古生物地理を
考える上から極めて重要な成果と言える。 
 洞奥部から出土したヒグマ、ヘラジカの歯
牙についてはマイクロ CTにより歯根部の成
長輪を観察した。その結果、特にヒグマの犬
歯は、満 2歳の秋に死亡した個体に由来する
ことも確認することができた(cf. 図 2)。出土
動物歯牙の成長線分析の結果を踏まえ、列島 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 ランドマーク法によるウサギ下顎 P3形
態解析の結果 (作図・提供: 澤浦亮平) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 マイクロ CTによるヒグマ犬歯断像 
左: 尻労安部洞窟出土資料, 右: 現生資料 
(作図・提供: 澤浦亮平)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 焼骨骨組織の計測値(作図: 澤田純明) 
 
の旧石器時代人の猟季を特定できたことは
画期的な成果と言えよう。 
 なお、発掘した土壌を全量水洗した結果、
尻労安部洞窟からは肉眼での同定が困難な
焼骨片も出土した。それらのうち 2点につい
ては組織を検鏡、オステオンと呼ばれる骨内
部の円柱構造の大きさと骨質（緻密質）の厚
さを形態計測的に検討した結果、ウサギもし
くはテン・タヌキなどの小中型食肉類の資料
であることも確認するに至った(cf.図 3)。国
内では未だ実施件数が少ない小骨片のミク
ロ形態分析についてその有用性を周知でき
たこと。この点も本研究の特筆すべき成果の
一つに挙げられる(cf Sawada et al. 2014)。 
 
(4)過年度に出土した白色の台形石器の石材 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 下北半島・津軽半島の河川流域における
玉髄分布状況(作図・提供: 市田直一郎) 
 
については、かねて観察を行った岩石学者と
蛍光Ｘ線回折を実施した材料工学者がとも
に、国内に産しないカショロンである可能性
を示していた。そこで本研究では、同所見の
当否を検討すべく、下北半島および津軽半島
の河川を悉皆的に踏査。カショロン以外に候
補となり得る白色岩石の産出状況も調査し
た。その結果、玉髄については従来分布しな
いとされていた下北半島でも少なからず採
集できることが明らとなった(cf. 図 4)。当
初目標に掲げた石材の特定にこそ至らなか
ったものの、踏査を経て複数の河川から採集
した玉髄、さらには東北地方南部採集のオパ
ールなど、候補となる白色岩石比較資料に加
え、比重や元素組成をより体系的に比較し得
る状況が整った意義は大きい。今後更なる分
析を重ね、同石材を特定し得た暁には、尻労
安部洞窟を利用した旧石器時代人の行動圏
や来歴に重要な示唆が得られることが期待
できる。 
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